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【手続補正書】
【提出日】平成27年2月12日(2015.2.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源装置と、前記光源装置から出射された光束を変調する光変調装置と、前記光変調装
置にて変調された光束を投射する投射光学装置とを備えたプロジェクターであって、
　一端が前記光変調装置に接続されるフレキシブル基板を備え、
　前記光源装置は、
　前記フレキシブル基板に実装された発光素子で構成され、前記フレキシブル基板が折り
曲げられることで前記光変調装置に対して光束を出射する出射位置に配設される
　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項２】
　請求項１に記載のプロジェクターにおいて、
　前記光源装置、前記光変調装置、及び前記投射光学装置が収納される筐体を備え、
　前記筐体には、
　前記光源装置を前記光変調装置に光束を出射する出射位置に位置決めするための位置決
め突起が形成され、
　前記フレキシブル基板は、
　前記位置決め突起が嵌合される位置決め用孔を有し、前記位置決め突起が前記位置決め
用孔に嵌合することで前記光源装置を前記出射位置に位置決めする
　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項３】
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　請求項２に記載のプロジェクターにおいて、
　前記位置決め突起は、
　前記筐体の外面に形成され、
　前記筐体には、
　前記フレキシブル基板を前記筐体の外部に引廻すための挿通部が形成され、
　前記フレキシブル基板は、
　前記挿通部を介して前記筐体外部に引廻され、前記位置決め用孔と前記一端との間の部
分が前記筐体外面に沿って折り曲げられる
　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項４】
　請求項２または請求項３に記載のプロジェクターにおいて、
　前記位置決め突起は、
　前記筐体の外面に形成され、
　前記筐体には、
　ネジが螺合されるネジ孔が形成され、
　前記フレキシブル基板は、
　前記ネジが挿通される第１固定用孔を有し、
　当該プロジェクターは、
　前記ネジが挿通される第２固定用孔を有し、前記ネジにより前記筐体に接続されて前記
筐体外面とで前記フレキシブル基板の一部を挟持する挟持部材を備える
　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項５】
　請求項４に記載のプロジェクターにおいて、
　前記挟持部材は、
　熱伝導性材料で構成され、前記フレキシブル基板を介して前記光源装置と熱伝達可能に
接続する
　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれかに記載のプロジェクターにおいて、
　前記フレキシブル基板は、
　前記光源装置が実装された部分の幅寸法が他の部分の幅寸法よりも大きくなるように形
成されている
　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項７】
　請求項２から請求項５のいずれかに記載のプロジェクターにおいて、
　前記筐体は、
　前記光源装置、前記光変調装置、及び前記投射光学装置を直線状に配設するように構成
されている
　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項８】
　請求項３から請求項５のいずれかに記載のプロジェクターにおいて、
　前記筐体は、
　互いに別体で構成され、互いに組み合わされる第１筐体部及び第２筐体部を備え、
　前記光変調装置は、
　前記第１筐体部及び前記第２筐体部の接続位置に配設され、
　前記挿通部は、
　前記第１筐体部及び前記第２筐体部が組み合わされることで形成されている
　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項９】
　請求項８に記載のプロジェクターにおいて、
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　前記第１筐体部及び前記第２筐体部を一体化する接続部材を備える
　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項１０】
　請求項９に記載のプロジェクターにおいて、
　前記筐体は、
　前記第１筐体部及び前記第２筐体部が組み合わされることで略直方体形状を有し、
　前記接続部材は、
　前記接続位置を跨るように前記筐体の第１側面に取り付けられる接続部材本体と、
　前記接続部材本体から突出し、前記接続位置を跨るように前記筐体における前記第１側
面とは異なる第２側面に対向して配設される補強部とを備える
　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のプロジェクターにおいて、
　前記挿通部は、
　前記第２側面に形成されている
　ことを特徴とするプロジェクター。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】プロジェクター
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プロジェクターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、光源装置と、光源装置から出射された光束を変調する光変調装置と、光変調装置
にて変調された光束を投射する投射光学装置とを備えたプロジェクターが知られている（
例えば、特許文献１参照）。
　特許文献１に記載のプロジェクターでは、当該プロジェクターを小型化するために、光
源装置として、放電発光型の光源ランプではなく、ＬＥＤ（Light Emitting Diode）光源
を採用している。
　このＬＥＤ光源は、ＬＥＤ基板に発光素子（発光部）が実装された構成を有する。
　そして、光変調装置（液晶装置）は、当該光変調装置やＬＥＤ光源の動作を制御する制
御基板に対して、フレキシブル基板を介して電気的に接続され、制御基板からフレキシブ
ル基板を介して信号が出力されることで制御される。
　また、ＬＥＤ光源も同様に、ＬＥＤ基板に設けられたコネクターと上記制御基板とがフ
レキシブル基板にて接続され、上記制御基板からフレキシブル基板を介して信号が出力さ
れることで制御される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－３３３７７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載のプロジェクターでは、上記制御基板と光変調装置及
びＬＥＤ光源の接続経路が互いに独立した２経路（２つのフレキシブル基板）となり、当
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該２経路の配線により、小型化が阻害される、という問題がある。
　特に、当該プロジェクターを、デジタルカメラ、携帯電話、ノートＰＣ(Personal Comp
uter)等の電子デバイスと併用（例えば、当該電子デバイスに組み込む）するピコプロジ
ェクター（マイクロプロジェクターあるいはナノプロジェクターと呼ばれることもある）
として構成する場合には、所望のサイズに設計することが難しいものである。
【０００５】
　本発明の目的は、小型化が図れるプロジェクターを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のプロジェクターは、光源装置と、前記光源装置から出射された光束を変調する
光変調装置と、前記光変調装置にて変調された光束を投射する投射光学装置とを備えたプ
ロジェクターであって、一端が前記光変調装置に接続されるフレキシブル基板を備え、前
記光源装置は、前記フレキシブル基板に実装された発光素子で構成され、前記フレキシブ
ル基板が折り曲げられることで前記光変調装置に対して光束を出射する出射位置に配設さ
れることを特徴とする。
【０００７】
　本発明では、光源装置は、発光素子で構成され、一端が光変調装置に接続されるフレキ
シブル基板に実装されている。
　このことにより、光源装置及び光変調装置の動作を制御する制御基板と光変調装置及び
光源装置との接続経路を１経路（１つのフレキシブル基板）とすることができ、制御基板
と光変調装置及び光源装置との配線を簡素化し、プロジェクターの小型化が図れる。
　特に、本発明のプロジェクターをピコプロジェクターとして構成する場合には、十分に
小さい所望のサイズに設計することが可能となるため、好適である。
　また、従来の構成と比較して、発光素子を実装するための実装基板（ＬＥＤ基板）や、
当該実装基板と制御基板とを接続するためのフレキシブル基板、及び当該フレキシブル基
板が接続されるコネクター等を別途、設ける必要がない。このため、部品点数が削減され
ることで、プロジェクターのさらなる小型化が図れるとともに、プロジェクターの製造コ
ストも低減できる。
【０００８】
　また、光源装置は、フレキシブル基板が折り曲げられることで、光変調装置に対して光
束を出射する出射位置に配設される。
　このことにより、光変調装置に接続されたフレキシブル基板を折り曲げるだけで、光源
装置を出射位置に配設することができるので、プロジェクターの組み立てを容易に実施で
きる。
【０００９】
　本発明のプロジェクターでは、前記光源装置、前記光変調装置、及び前記投射光学装置
が収納される筐体を備え、前記筐体には、前記光変調装置に光束を出射する光源装置を前
記出射位置に位置決めするための位置決め突起が形成され、前記フレキシブル基板は、前
記位置決め突起が嵌合される位置決め用孔を有し、前記位置決め突起が前記位置決め用孔
に嵌合することで前記光源装置を前記出射位置に位置決めすることが好ましい。
【００１０】
　本発明では、筐体に位置決め突起が形成され、フレキシブル基板に位置決め用孔が形成
されているので、位置決め突起を位置決め用孔に嵌合するだけで、構造を簡素なものとし
つつ、光源装置を出射位置に容易に位置決めできる。
【００１１】
　本発明のプロジェクターでは、前記位置決め突起は、前記筐体外面に形成され、前記筐
体には、前記フレキシブル基板を前記筐体外部に引廻すための挿通部が形成され、前記フ
レキシブル基板は、前記挿通部を介して前記筐体外部に引廻され、前記位置決め用孔と前
記一端との間の部分が前記筐体外面に沿って折り曲げられることが好ましい。
【００１２】
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　本発明では、フレキシブル基板は、上述した挿通部を介して筐体外部に引廻され、位置
決め用孔と光変調装置の接続位置との間の部分が筐体外面に沿って折り曲げられる。
　このことにより、筐体外面にフレキシブル基板を上述したように折り曲げながら当接さ
せることで、位置決め用孔への位置決め突起の嵌合状態を良好に維持し、すなわち、光源
装置の出射位置への位置決め状態を良好に維持できる。
【００１３】
　本発明のプロジェクターでは、前記位置決め突起は、前記筐体外面に形成され、前記筐
体には、ネジが螺合されるネジ孔が形成され、前記フレキシブル基板は、前記ネジが挿通
される第１固定用孔を有し、当該プロジェクターは、前記ネジが挿通される第２固定用孔
を有し、前記ネジにより前記筐体に接続されて前記筐体外面とで前記フレキシブル基板の
一部を挟持する挟持部材を備えることが好ましい。
【００１４】
　本発明では、プロジェクターは、上述した挟持部材を備え、当該挟持部材と筐体外面と
でフレキシブル基板の一部を挟持するので、位置決め用孔への位置決め突起の嵌合状態を
良好に維持し、すなわち、光源装置の出射位置への位置決め状態を良好に維持できる。
【００１５】
　本発明のプロジェクターでは、前記挟持部材は、熱伝導性材料で構成され、前記フレキ
シブル基板を介して前記光源装置と熱伝達可能に接続することが好ましい。
　本発明では、挟持部材が上述したように構成されているので、光源装置の出射位置への
位置決め状態を良好に維持しつつ、光源装置の点灯駆動により生じた熱を光源装置～フレ
キシブル基板（パターニングされた配線）～挟持部材の熱伝達経路を辿って外部に放熱で
きる。このため、光源装置の熱劣化を効果的に抑制できる。
【００１６】
　本発明のプロジェクターでは、前記フレキシブル基板は、前記光源装置が実装された部
分の幅寸法が他の部分の幅寸法よりも大きくなるように形成されていることが好ましい。
　本発明では、フレキシブル基板が上述したように構成されているので、光源装置が実装
された部分の熱容量を他の部分に比較して増加させることができる。このため、光源装置
の点灯駆動により生じた熱を当該部分に効果的に放熱でき、光源装置の熱劣化を効果的に
抑制できる。
【００１７】
　本発明のプロジェクターでは、前記筐体は、前記光源装置、前記光変調装置、及び前記
投射光学装置を直線状に配設するように構成されていることが好ましい。
　本発明では、筐体は、光源装置、光変調装置、及び投射光学装置を直線状に配設するよ
うに構成されているので、構造を簡素なものとしつつ、光源装置を出射位置に容易に位置
決めできる。
【００１８】
　本発明のプロジェクターでは、前記筐体は、互いに別体で構成され、互いに組み合わさ
れる第１筐体部及び第２筐体部を備え、前記光変調装置は、前記第１筐体部及び前記第２
筐体部の接続位置に配設され、前記挿通部は、前記第１筐体部及び前記第２筐体部が組み
合わされることで形成されていることが好ましい。
【００１９】
　本発明では、筐体において、光変調装置が配設される位置に上述した挿通部が形成され
ているので、当該挿通部を介して、フレキシブル基板を筐体外部に引廻すことができる。
　また、挿通部は、上述した第１，第２筐体部が組み合わされることで形成されている。
　このことにより、例えば、筐体を一部材で構成した場合と比較して、挿通部を容易に形
成できる。
　また、第１筐体部に光源装置等の照明系を収納し、第２筐体部に投射光学装置を収納す
れば、光源装置等を筐体に収納した状態で、光源装置等の照明系と投射光学装置との位置
関係の調整（光軸調整）を容易に実施できる。
【００２０】



(6) JP 2013-29799 A5 2015.4.2

　本発明のプロジェクターでは、前記第１筐体部及び前記第２筐体部を一体化する接続部
材を備えることが好ましい。
　本発明では、プロジェクターが上述した接続部材を備えるので、筐体を互いに別体とさ
れる第１，第２筐体部で構成した場合であっても、接続部材にて第１，第２筐体部を一体
化し、筐体の強度を高めることができる。
【００２１】
　本発明のプロジェクターでは、前記筐体は、前記第１筐体部及び前記第２筐体部が組み
合わされることで略直方体形状を有し、前記接続部材は、前記接続位置を跨るように前記
筐体の第１側面に取り付けられる接続部材本体と、前記接続部材本体から突出し、前記接
続位置を跨るように前記筐体における前記第１側面とは異なる第２側面に対向して配設さ
れる補強部とを備えることが好ましい。
【００２２】
　本発明では、接続部材が上述した接続部材本体及び補強部を備えるので、強度の弱い接
続位置を跨るように筐体の異なる２面（第１，第２側面）側から当該接続部材本体及び補
強部にて補強することで、筐体の強度を効果的に高めることができる。
【００２３】
　本発明のプロジェクターでは、前記挿通部は、前記第２側面に形成されていることが好
ましい。
　本発明では、挿通部は、第２側面に形成されている。言い換えれば、フレキシブル基板
は、挿通部を介して筐体外部に引廻される際に、補強部が配設される側に引廻されること
となる。
　このことにより、補強部にて筐体を補強しながら、挿通部を閉塞して、光変調装置とフ
レキシブル基板との接続部分に不具合が生じることを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本実施形態におけるプロジェクターの構成を示す図。
【図２】本実施形態におけるプロジェクターの構成を示す図。
【図３】本実施形態におけるプロジェクターの構成を示す図。
【図４】本実施形態におけるプロジェクターの構成を示す図。
【図５】本実施形態における光源装置、光変調装置、及びＦＰＣの構成を説明するための
図。
【図６】本実施形態における光源装置の位置決め構造を説明するための図。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明の実施の一形態を図面に基づいて説明する。
　〔プロジェクターの構成〕
　図１ないし図４は、本実施形態におけるプロジェクター１の構成を示す図である。具体
的に、図１はプロジェクター１を天面側（上側）から見た斜視図であり、図２はプロジェ
クター１を底面側（下側）から見た斜視図である。図３及び図４は、上側から見たプロジ
ェクター１の分解斜視図である。
　プロジェクター１は、画像を投射してスクリーン（図示略）上に投影画像を表示する。
　なお、本実施形態のプロジェクター１は、デジタルカメラ、携帯電話、ノートＰＣ等の
電子デバイス（図示略）に搭載される小型の光学モジュール（ピコプロジェクター）とし
て構成されている。
【００２６】
　このプロジェクター１は、図１ないし図４に示すように、光源装置２（図３、図４）と
、第１，第２レンズ３Ａ，３Ｂ（図３、図４）と、偏光変換素子４（図３、図４）と、光
変調装置としての液晶パネル５と、フレキシブル基板（以下、ＦＰＣ）６と、投射光学装
置としての投射レンズ７と、筐体８と、接続部材９とを備える。
　そして、上述した構成により、光源装置２から出射された光束は、第１，第２レンズ３
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Ａ，３Ｂにて略平行化された後、偏光変換素子４にて略１種類の直線偏光に変換される。
偏光変換素子４を介した光束（直線偏光）は、液晶パネル５にて変調された後、投射レン
ズ７にてスクリーン（図示略）に投射される。
【００２７】
　〔光源装置、液晶パネル、及びＦＰＣの構成〕
　図５は、光源装置２、液晶パネル５、及びＦＰＣ６の構成を説明するための図である。
　液晶パネル５は、前記電子デバイス内部に設けられた制御基板（図示略）による制御の
下、入射した光束を変調する。
　本実施形態では、液晶パネル５は、図５に示すように、パネル本体５１と、入射側偏光
板５２と、出射側偏光板５３とを備える透過型の液晶パネルで構成されている。
　パネル本体５１は、図５に示すように、ガラスなどからなる平面視矩形状の一対の基板
５１１，５１２に電気光学物質である液晶が密閉封入された構成を有している。
　このうち、基板５１１は、液晶を駆動するための駆動基板であり、互いに平行に配列形
成される複数のデータ線と、複数のデータ線と直交する方向に配列形成される複数の走査
線と、走査線及びデータ線の交差に対応してマトリクス状に配列形成される画素電極と、
ＴＦＴ(Thin Film Transistor)等のスイッチング素子と、スイッチング素子を駆動する駆
動回路とを有している。
【００２８】
　また、基板５１２は、基板５１１の光入射側において、基板５１１に対して所定間隔を
空けて対向配置される対向基板であり、所定の電圧Ｖcomが印加される共通電極を有して
いる。
　そして、ＦＰＣ６（液晶パネル５の駆動用の信号線）を介して前記制御基板から信号を
入力することで、所定の前記画素電極及び前記共通電極の間に電圧が印加され、当該画素
電極及び共通電極間に介在する液晶の配向状態が制御され、入射した光束が変調される。
　入射側偏光板５２は、パネル本体５１の光入射面に取り付けられ、所定の直線偏光（偏
光変換素子４にて変換された直線偏光）のみを透過させる。
　出射側偏光板５３は、パネル本体５１の光出射面に取り付けられ、偏光変換素子４にて
変換された直線偏光の偏光方向に対して直交する偏光方向を有する直線偏光のみを透過さ
せる。
【００２９】
　ＦＰＣ６は、例えば、ポリイミド等の基材に信号配線（液晶パネル５の駆動用の信号線
、光源装置２に電力を供給するための電源線、光源装置２の点灯制御用の信号線）等がパ
ターニングされることにより形成されたものであり、前記制御基板と液晶パネル５及び光
源装置２とを電気的に接続する。
　すなわち、ＦＰＣ６の一端側は、液晶パネル５の端部近傍に形成された外部回路接続端
子（図示略）に圧着等により電気的に接続されている。
　また、ＦＰＣ６の他端側には、コネクター（図示略）が設けられ、当該コネクターを介
して前記制御基板に電気的に接続する。
　なお、ＦＰＣ６には、液晶パネル５に対して光束を出射するための出射位置に光源装置
２を位置決めするための位置決め構造（以下、光源装置２の位置決め構造）が設けられて
いるが、当該位置決め構造については後述する。
【００３０】
　光源装置２は、図５に示すように、発光素子としてのＬＥＤで構成され、ＦＰＣ６に実
装されている。
　そして、光源装置２は、ＦＰＣ６に形成された電源線（図示略）を介して前記制御基板
から点灯用の電力が供給されるとともに、ＦＰＣ６に形成された光源装置２の点灯制御用
の信号線を介して前記制御基板から信号を入力することで、点灯制御される。
【００３１】
　〔筐体の構成〕
　筐体８は、光源装置２、第１，第２レンズ３Ａ，３Ｂ、偏光変換素子４、液晶パネル５
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、及び投射レンズ７が収納されるものである。
　本実施形態では、筐体８は、図３または図４に示すように、光源装置２、第１，第２レ
ンズ３Ａ，３Ｂ、偏光変換素子４、液晶パネル５、及び投射レンズ７を直線状に配設する
ように構成されている。
　この筐体８は、図３または図４に示すように、互いに別体で構成された第１筐体部８１
及び第２筐体部８２を備え、第１，第２筐体部８１，８２を互いに組み合わせることで略
直方体形状を有する。
【００３２】
　なお、以下では、説明の便宜上、筐体８の外面において、上側の面を第１側面８Ｕ、図
３、図４中、投射側から見て左側の面を第２側面８Ｌ、下側の面を第３側面８Ｄ、図３、
図４中、投射側から見て右側の面を第４側面８Ｒ、投射側の面を第５側面８Ｐ、第５側面
８Ｐに対向する面を第６側面８Ｂと記載する。
　そして、筐体８は、図３または図４に示すように、第１側面８Ｕに第１開口部８Ｕ１を
有する容器状に形成されている。
【００３３】
　第１筐体部８１は、光源装置２、第１，第２レンズ３Ａ，３Ｂ、及び偏光変換素子４が
収納される部分である。
　この第１筐体部８１において、内面には、図３または図４に示すように、第１側面８Ｕ
側から第１，第２レンズ３Ａ，３Ｂ及び偏光変換素子４を第１筐体部８１内部にスライド
して配設するための複数の溝部８１１が形成されている。
　また、第１筐体部８１において、第６側面８Ｂには、図３または図４に示すように、第
１筐体部８１内外を連通するとともに、第１開口部８Ｕ１にも連通し、光源装置２を第１
筐体部８１内部に配設するための光源用開口部８１２が形成されている。
　なお、第１筐体部８１における第６側面８Ｂには、ＦＰＣ６と同様に、光源装置２の位
置決め構造が設けられているが、当該位置決め構造については後述する。
【００３４】
　第２筐体部８２は、投射レンズ７が収納される部分である。
　この第２筐体部８２において、第１側面８Ｕには、図３または図４に示すように、当該
第２筐体部８２及び接続部材９を接続するために、一対の第１固定ネジＳｃ１がそれぞれ
螺合される一対の第１ネジ孔８２１が形成されている。
　また、第２筐体部８２において、第５側面８Ｐには、図３または図４に示すように、第
２筐体部８２内外を連通するとともに、第１開口部８Ｕ１にも連通し、投射レンズ７にて
投射された光束を通過させるための通過用開口部８２２が形成されている。
　以上説明した筐体８において、液晶パネル５は、第１，第２筐体部８１，８２を組み合
わせた状態で、後述する板金部材１０（図３、図４）を介して、第１，第２筐体部８１，
８２の間（接続位置）に配設される。
【００３５】
　そして、第２側面８Ｌにおいて、第１，第２筐体部８１，８２の接続位置には、図２ま
たは図３に示すように、ＦＰＣ６を筐体８外部に引廻すための第１挿通部８Ｌ１が形成さ
れている。
　また、第３側面８Ｄにおいても、第１，第２筐体部８１，８２の接続位置には、図２な
いし図４に示すように、液晶パネル５の一部が挿通される第２挿通部８Ｄ１が形成されて
いる。
　具体的に、第１，第２筐体部８１，８２は、互いに組み合わせた状態で、第２側面８Ｌ
側の端部同士が所定間隔、離間するように設定されている。そして、当該離間した部分が
上述した第１挿通部８Ｌ１として機能する。なお、第２挿通部８Ｄ１も同様である。
【００３６】
　ここで、板金部材１０は、図３または図４に示すように、板状の第１板部１１及び第２
板部１２が段差を有して互いに平行となるように形成された部材である。
　そして、第１板部１１は、偏光変換素子４が第１筐体部８１に収納された状態で、偏光
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変換素子４と第１筐体部８１の底部との間に挟持される。
　また、第２板部１２は、図２に示すように、第２挿通部８Ｄ１を介して、筐体８外部に
引き出され、液晶パネル５が載置固定される。
　なお、液晶パネル５は、図１に示すように、板金部材１０を介して筐体８に収納された
状態で、一部が第１開口部８Ｕ１から突出する。また、第２挿通部８Ｄ１に挿通された液
晶パネル５の一部は、図２に示すように、第３側面８Ｄと略面一となる。
【００３７】
　〔接続部材の構成〕
　接続部材９は、第１，第２筐体部８１，８２に接続し、第１，第２筐体部８１，８２を
一体化する部材であり、図３または図４に示すように、接続部材本体９１と、補強部９２
とを備える。
　接続部材本体９１は、図３または図４に示すように、筐体８の第１側面８Ｕと略同一の
平面形状を有する板状の蓋部９１１と、筐体８の第６側面８Ｂと略同一の平面形状を有す
る板状の光源接続部９１２とを備える。
　蓋部９１１は、筐体８に接続部材９が接続された状態で、第１側面８Ｕに当接して第１
開口部８Ｕ１を閉塞する蓋体として機能する。
【００３８】
　この蓋部９１１において、液晶パネル５の配設位置に対応する位置には、図１、図３ま
たは図４に示すように、筐体８に接続部材９が接続された状態で、第１開口部８Ｕ１から
突出した液晶パネル５の一部が挿通される略矩形状の第２開口部９１１Ａが形成されてい
る。
　また、蓋部９１１において、筐体８の一対の第１ネジ孔８２１に対応する位置には、図
３または図４に示すように、第２筐体部８２及び接続部材９を接続するために、一対の第
１固定ネジＳｃ１がそれぞれ挿通される一対の固定用孔９１１Ｂが形成されている。
　さらに、蓋部９１１において、投射レンズ７の配設位置に対応する位置には、図１、図
３または図４に示すように、筐体８に接続部材９が接続された状態で、投射レンズ７の一
部を外部に露出するための略矩形状のレンズ用開口部９１１Ｃが形成されている。
【００３９】
　光源接続部９１２は、蓋部９１１における第６側面８Ｂ側の端縁から略垂下し、筐体８
に接続部材９が接続された状態で、第６側面８Ｂとの間でＦＰＣ６を挟持する。
　すなわち、光源接続部９１２は、本発明に係る挟持部材に相当する。
　なお、光源接続部９１２には、ＦＰＣ６及び第１筐体部８１と同様に、光源装置２の位
置決め構造が設けられているが、当該位置決め構造については後述する。
　補強部９２は、蓋部９１１における第２側面８Ｌ側の端縁から略垂下する矩形状の板体
で構成され、図１または図２に示すように、筐体８に接続部材９が接続された状態で、第
１，第２筐体部８１，８２の接続位置を跨るように第２側面８Ｌに所定の間隔を空けて対
向して配設される。
　以上説明した接続部材９は、銅等の熱伝導性材料から構成されている。
【００４０】
　〔光源装置の位置決め構造〕
　図６は、光源装置２の位置決め構造を説明するための図である。具体的に、図６は、第
１筐体部８１、ＦＰＣ６、及び光源接続部９１２を第６側面８Ｂ側から見た分解斜視図で
ある。
　先ず、ＦＰＣ６に設けられた位置決め構造について説明する。
　図６に示すように、ＦＰＣ６において、光源装置２が実装された実装位置Ｃを含む領域
（第６側面８Ｂと対向して配置される領域）Ａｒ１の幅寸法は、第６側面８Ｂの高さ寸法
（図６中、上下方向の寸法）と略同一に設定され、他の領域の幅寸法よりも大きくなるよ
うに設定されている。
　そして、領域Ａｒ１には、実装位置Ｃを中心として互いに対向するように、一対の第２
固定ネジＳｃ２がそれぞれ挿通される一対の第１固定用孔６１が形成されている。
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　また、領域Ａｒ１には、一対の第１固定用孔６１を避けた位置に、実装位置Ｃを中心と
して互いに対向するように、一対の第１位置決め用孔６２が形成されている。
【００４１】
　次に、第１筐体部８１に設けられた位置決め構造について説明する。
　第１筐体部８１の第６側面８Ｂにおいて、一対の第１固定用孔６１に対応する位置には
、図６に示すように、当該第１筐体部８１及び接続部材９を接続するために、一対の第２
固定ネジＳｃ２がそれぞれ螺合される一対の第２ネジ孔８１３が形成されている。
　また、第６側面８Ｂにおいて、一対の第１位置決め用孔６２に対応する位置には、一対
の第１位置決め用孔６２にそれぞれ嵌合する一対の位置決め突起８１４が形成されている
。
【００４２】
　次に、光源接続部９１２に設けられた位置決め構造について説明する。
　光源接続部９１２において、一対の第１固定用孔６１に対応する位置には、図６に示す
ように、接続部材９及び第１筐体部８１を接続するために、一対の第２固定ネジＳｃ２が
それぞれ挿通される一対の第２固定用孔９１２Ａが形成されている。
　また、光源接続部９１２において、一対の第１位置決め用孔６２に対応する位置には、
一対の位置決め突起８１４がそれぞれ嵌合する一対の第２位置決め用孔９１２Ｂが形成さ
れている。
【００４３】
　そして、上述した位置決め構造により、光源装置２は、以下に示すように、液晶パネル
５に光束を出射する出射位置に位置決めされる。
　先ず、液晶パネル５が第１開口部８Ｕ１を介して筐体８内部に挿入され、第１，第２筐
体部８１，８２の接続位置に配設された状態で、ＦＰＣ６は、図６に示すように、筐体８
の第２側面８Ｌ側から、第１挿通部８Ｌ１を介して外部に引廻される。
　また、ＦＰＣ６は、第１筐体部８１の第２側面８Ｌに沿って第６側面８Ｂ側に略９０°
折り曲げられ、さらに、第６側面８Ｂに沿って第４側面８Ｒ側に略９０°折り曲げられる
。
　そして、ＦＰＣ６の一対の第１位置決め用孔６２に第１筐体部８１の一対の位置決め突
起８１４を嵌合させることで、光源装置２は、出射位置に位置決めされる。
　すなわち、ＦＰＣ６は、一対の第１位置決め用孔６２と液晶パネル５に接続した一端と
の間の部分が上述したように筐体８外面に沿って折り曲げられている。
【００４４】
　また、光源接続部９１２の一対の第２位置決め用孔９１２Ｂを第１筐体部８１の一対の
位置決め突起８１４に嵌合させ、各孔９１１Ｂ，９１２Ａ，６１を介して、各第１，第２
固定ネジＳｃ１，Ｓｃ２を各第１，第２ネジ孔８２１，８１３に螺合する。
　このように各第１，第２固定ネジＳｃ１，Ｓｃ２を螺合することで、接続部材９にて第
１，第２筐体部８１，８２が一体化されるとともに、領域Ａｒ１が第１筐体部８１の第６
側面８Ｂと光源接続部９１２との間に挟持される。
　そして、この状態では、光源接続部９１２は、ＦＰＣ６の領域Ａｒ１（パターニングさ
れた配線）を介して、光源装置２に熱伝達可能に接続する。また、第１開口部８Ｕ１から
突出した液晶パネル５の一部は、図１に示すように、蓋部９１１の上面と略面一となる。
【００４５】
　上述した本実施形態によれば、以下の効果がある。
　本実施形態では、光源装置２は、ＬＥＤで構成され、一端が液晶パネル５に接続される
ＦＰＣ６に実装されている。
　このことにより、光源装置２及び液晶パネル５の動作を制御する制御基板（図示略）と
液晶パネル５及び光源装置２との接続経路を１経路（１つのＦＰＣ６）とすることができ
、制御基板と液晶パネル５及び光源装置２との配線を簡素化し、プロジェクター１の小型
化が図れる。
　特に、本実施形態のプロジェクター１は、ピコプロジェクターとして構成されているた
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め、十分に小さい所望のサイズに設計することが可能となり、好適である。
　また、従来の構成と比較して、ＬＥＤを実装するための実装基板や、当該実装基板と制
御基板とを接続するためのフレキシブル基板、及び当該フレキシブル基板が接続されるコ
ネクター等を別途、設ける必要がない。このため、部品点数が削減されることで、プロジ
ェクター１のさらなる小型化が図れるとともに、プロジェクター１の製造コストも低減で
きる。
【００４６】
　また、光源装置２は、ＦＰＣ６が折り曲げられることで、液晶パネル５に対して光束を
出射する出射位置に配設される。
　このことにより、ＦＰＣ６を折り曲げるだけで、光源装置２を出射位置に配設すること
ができるので、プロジェクター１の組み立てを容易に実施できる。
　さらに、筐体８に位置決め突起８１４が形成され、ＦＰＣ６に第１位置決め用孔６２が
形成されているので、位置決め突起８１４を第１位置決め用孔６２に嵌合するだけで、構
造を簡素なものとしつつ、光源装置２を出射位置に容易に位置決めできる。
【００４７】
　また、ＦＰＣ６は、第１挿通部８Ｌ１を介して筐体８外部に引廻され、第１位置決め用
孔６２と液晶パネル５に接続した一端との間の部分が筐体８外面に沿って折り曲げられる
。
　このことにより、筐体８外面にＦＰＣ６を上述したように折り曲げながら当接させるこ
とで、第１位置決め用孔６２への位置決め突起８１４の嵌合状態を良好に維持し、すなわ
ち、光源装置２の出射位置への位置決め状態を良好に維持できる。
　さらに、プロジェクター１は、光源接続部９１２を備え、当該光源接続部９１２と筐体
８外面とでＦＰＣ６の領域Ａｒ１を挟持するので、第１位置決め用孔６２への位置決め突
起８１４の嵌合状態をさらに良好に維持し、すなわち、光源装置２の出射位置への位置決
め状態をさらに良好に維持できる。
　また、板状の光源接続部９１２と筐体８外面（平面で構成される第６側面８Ｂ）とでＦ
ＰＣ６の領域Ａｒ１を挟持することで、当該領域Ａｒ１の平坦度を向上させることができ
る。このため、光源装置２の出射位置への位置決め状態を良好に維持しつつ、光源装置２
からの光束の出射方向を所望の方向に位置付けることができる。
【００４８】
　また、光源接続部９１２は、熱伝導性材料で構成され、ＦＰＣ６の領域Ａｒ１を介して
光源装置２と熱伝達可能に接続する。
　このことにより、光源装置２の出射位置への位置決め状態を良好に維持しつつ、光源装
置２の点灯駆動により生じた熱を光源装置２～ＦＰＣ６（パターニングされた配線）～光
源接続部９１２の熱伝達経路を辿って外部に放熱できる。このため、光源装置２の熱劣化
を効果的に抑制できる。
　さらに、ＦＰＣ６は、領域Ａｒ１の幅寸法がＦＰＣ６の他の部分の幅寸法と比較して大
きくなるように形成されている。すなわち、光源装置２が実装された領域Ａｒ１の熱容量
を他の領域に比較して増加させることができる。このため、光源装置２の点灯駆動により
生じた熱を領域Ａｒ１に効果的に放熱でき、さらに、領域Ａｒ１から光源接続部９１２に
伝達させることができる。したがって、光源装置２の熱劣化を効果的に抑制できる。
　また、蓋部９１１には、第２開口部９１１Ａが形成されているので、光源装置２～ＦＰ
Ｃ６～光源接続部９１２の熱伝達経路を辿って、蓋部９１１に伝達された熱が液晶パネル
５に伝達されることを抑制できる。
　さらに、補強部９２は、第２側面８Ｌに対して所定の間隔を空けて配設されている。こ
のため、補強部９２が第２側面８Ｌに沿って折り曲げられたＦＰＣ６と熱伝達可能に接続
することを回避し、光源装置２～ＦＰＣ６～光源接続部９１２の熱伝達経路を辿って、補
強部９２に伝達された熱がＦＰＣ６に伝達されることを抑制できる。
【００４９】
　また、第１，第２挿通部８Ｌ１，８Ｄ１は、第１，第２筐体部８１，８２が組み合わさ
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れることで形成されている。
　このことにより、例えば、筐体８を一部材で構成した場合と比較して、第１，第２挿通
部８Ｌ１，８Ｄ１を容易に形成できる。
　さらに、第１筐体部８１に照明系２，３Ａ，３Ｂ，４を収納し、第２筐体部８２に投射
レンズ７を収納することで、これら光学部品を筐体８に収納した状態で、照明系２，３Ａ
，３Ｂ，４と投射レンズ７との位置関係の調整（光軸調整）を容易に実施できる。
【００５０】
　また、プロジェクター１が接続部材９を備えるので、筐体８を互いに別体とされる第１
，第２筐体部８１，８２で構成した場合であっても、接続部材９にて第１，第２筐体部８
１，８２を一体化し、筐体８の強度を高めることができる。
　さらに、接続部材９が接続部材本体９１及び補強部９２を備えるので、強度の弱い第１
，第２筐体部８１，８２の接続位置を跨るように異なる２面（第１，第２側面８Ｕ，８Ｌ
）側から接続部材本体９１及び補強部９２にて補強することで、筐体８の強度を効果的に
高めることができる。
【００５１】
　また、第１挿通部８Ｌ１は、第２側面８Ｌに形成されている。言い換えれば、ＦＰＣ６
は、第１挿通部８Ｌ１を介して筐体８外部に引廻される際に、補強部９２が配設される側
に引廻されることとなる。
　このことにより、補強部９２にて筐体８を補強しながら、第１挿通部８Ｌ１を閉塞して
、液晶パネル５とＦＰＣ６との接続部分に不具合が生じることを防止できる。
　また、筐体８外面に沿って折り曲げられたＦＰＣ６は、補強部９２及び光源接続部９１
２にて保護されている。
　このことにより、デジタルカメラ、携帯電話、ノートＰＣ等の電子デバイス内部にプロ
ジェクター１を組み込む際や、当該プロジェクター１を輸送している際でも、ＦＰＣ６が
破損することを防止できる。
【００５２】
　さらに、接続部材９は、筐体８の強度を高める機能（蓋部９１１及び補強部９２）を有
しつつ、光源装置２の出射位置への位置決め状態を維持する機能（光源接続部９１２）を
有する。
　このことにより、一部材の接続部材９を筐体８に接続するだけで、筐体８の強度を高め
つつ、光源装置２の出射位置への位置決め状態を維持できる。すなわち、プロジェクター
１の組み立てを容易に実施できる。
【００５３】
　なお、本発明は前述の実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる
範囲での変形、改良等は本発明に含まれるものである。
　前記実施形態では、液晶パネル５を透過型の液晶パネルで構成していたが、これに限ら
ず、反射型の液晶パネルで構成しても構わない。
　また、液晶パネル５において、適宜、カラーフィルターを設け、画素毎に赤（Ｒ）、緑
（Ｇ）、青（Ｂ）の３色を表示してカラー画像を形成するように構成しても構わない。
　前記実施形態では、筐体８は、互いに別体で構成された第１，第２筐体部８１，８２の
２体で構成されていたが、これに限らず、１部材で構成しても構わない。
　前記実施形態では、光源装置２をＬＥＤで構成していたが、これに限らず、例えば、レ
ーザーダイオード、有機ＥＬ（Electro Luminescence）素子、シリコン発光素子等の他の
発光素子を採用しても構わない。
【産業上の利用可能性】
【００５４】
　本発明は、光源装置と、光源装置から出射された光束を変調する光変調装置と、光変調
装置にて変調された光束を投射する投射光学装置とを備えたプロジェクターに利用できる
。
【符号の説明】
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【００５５】
　１・・・プロジェクター、２・・・光源装置、５・・・液晶パネル（光変調装置）、６
・・・ＦＰＣ（フレキシブル基板）、７・・・投射レンズ（投射光学装置）、８・・・筐
体、８Ｌ・・・第２側面、８Ｌ１・・・第１挿通部、８Ｕ・・・第１側面、９・・・接続
部材、６１・・・第１固定用孔、６２・・・第１位置決め用孔、８１・・・第１筐体部、
８２・・・第２筐体部、９１・・・接続部材本体、９２・・・補強部、８１３・・・第２
ネジ孔、８１４・・・位置決め突起、９１２・・・光源接続部（挟持部材）、９１２Ａ・
・・第２固定用孔、Ｓｃ２・・・第２固定ネジ。
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